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わたしたち“運命共同体” 

台風 15 号・19 号で被災された多くの方々に、心よりお見舞い申し上げます。 

台風 15 号で館山市に甚大な被害！と必死に対応していた矢先に、追い打ちをかけ

るように襲ってきた台風 19 号。各地では、15 号をはるかに上回る多数の死者まで出

る大きな被害をみると、もう言葉を失ってしまいます。 

この大災害に直面して“私たちは運命共同体なんだ”という思いが

強まりました。小さい単位では家族、市民、大きくは地球上の生命、

みな自然の脅威を前にして運命を共にせざるを得ません。足の引っ

張り合いや他人の批判ばかりでは沈没してしまう。一人一人が自分

のできることを考えて、みんなで団結してこの危機を乗り越え、 

 一日も早い復旧・復興を目指しましょう。 

（１）組織的な動きが大切 

今回、“市民の安心安全を守る”という市政で最も大切な危機管

理の課題が浮き彫りになりました。イザという時には、組織的な

動きがとても重要です。市内には、市役所をはじめ、社会福祉協

議会、町内会、自主防災組織、消防団、自衛隊等様々な組織があ

ります。さらに医療・介護関係者、民生員や日赤の方々等も救護

にあたりました。それぞれが役割を認識して機能したか、各組織

間での情報共有・連携体制ができていたか、検証が必要です。 

そして、どんな組織でもその命運はトップが握っている

といっても過言ではありません。町内会でも、区長が先頭に

立って采配している地区では住民の安心感は高かったと思

います。市のトップは、県・国との交渉や、状況を的確に把

握しながら各組織を動かすために号令をかける等、他の人

にはできない重要な仕事ばかりです。批判が集中してしま

ったのはそのためでしょう。 

（２）特に重要なのがコミュニティ/町内会組織（＝共助） 

各地区には「自主防災組織」（≒町内会組織）があり、大半の市民が属しています。

安否確認や被害状況の把握、炊き出し等は顔の見えるこの組織の役割が大きいです。

普段からのご近所付き合い、町内会の重要性が再認識されたのではないでしょうか。 

ど～んと！ 

(崩落した屋根) 

(神社にも大きな被害) 
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（３）館山市議会の対応 

開会中だった９月議会は、最終日１日に全ての議案採決を集中審議することを決断

しました。おかげで各議員は災害対応に全力であたることができました。また“市議会

災害対策会議”を立ち上げ、毎日の情報共有と市への要望や提案を行ってきました。 

（４）館山市消防団・女性消防部員として 

大きな災害は初体験の“女性消防部”。みな家庭を最優先

しながらも、“今何をすべきか”“何が一番大切か”と常に話

し合いながら動いていました。「誰一人取り残さない」と

いう意気込みで必死に手探りしながらの対応でした。 

＊女性消防団員募集中です！ 

三中生徒の早急な避難を！  

台風 15 号後の三中は、屋上の防水シートが剥がれて２階ま

で雨漏りの状態でした。天井が剥がれていたり、黒カビが発生

し始めて健康被害も懸念されます。これまでの耐震強度不足に

加え、新たな非常事態の発生なので、『生徒の生命最優先』で

あればすぐにも校舎閉鎖すべきと今でも考えています。私が市長や

教育長の立場なら、県や国に緊急事態として三中生徒の避難方法が

ないか、再度、真剣に交渉したいところです。 

やれることは、全てやります！これからも、市民のために。 

 

 

 

 

 

 

 

＊令和元年度の「議会報告会」は議員の多数決で中止が決まりました。 

むろあつみ後援会 〒294-0307 館山市波左間 1049-2  

Email：muroatsumi@gmail.com、TEL080-5889-0555、 FAX29-5337 

ど～んと！ 

災害後のこれから。一緒に考えませんか？ 

不安なこと、ありませんか？ 前向きな提案！お寄せ下さい。 

どなたでもお気軽にご参加できます。 （参加無料、予約不要） 

◆11月４日（祝）１０時～ 館山市商工会議所 

◆11月６日（水）１０時～ ひとみホール（北条 2576） 

             ＊和田眼科駐車場をご利用下さい。 

◆11月８日（金）１８時～ コミュニティセンター１F和室 

(↓台風15号後の三中校舎の屋根、天井) 
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